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論 文 内 容 の 要 旨

カキ果実において脱渋性は最も重要な形質の一つであり,カキ品種はその違いによって完全甘ガキ (PCNA),不完全甘ガ

辛 (PVNA),完全渋ガキ (PCA),不完全渋ガキ (PVA)の四つのタイプに分類される｡これらのうち樹上で安定して脱渋

し,収穫後の脱渋処理を要しないPCNA品種の需要が高まっており,優良な果実形質を持ったPCNA品種の育成が育種上

の大きな目標になっている｡本論文ではカキ育種の効率化を目的として,実生の早い段階でPCNAタイプを選抜できる分子

マーカーの検出･同定を行うとともに,甘渋性の遺伝に関して新たな知見を得ようとしたものである｡ 得られた成果の主な

内容は以下の通りである｡

第 1章では, まずBSA (bulkedsegregantanalysis)法を利用したAFLP分析を行い, 完全甘ガキ/非完全甘ガキ

(PCNA/non-PCNA)の形質を支配する遺伝子に連鎖したAFLPマーカ-の探索を行っている｡128通りのプライマー組合

せを用いてスクリーニングを行った結果,プライマー組合せE-ACC/M-CTAによって増幅される約400bpのバンドがこれ

らの形質を支配する優性対立遺伝子の一つに連鎖している可能性が示唆されたOさらに,このAFLPマーカー (E-ACC/

M-CTA-400)をプローブとしてRFLP分析を行ったところ,PCNA個体とnon-PCNA個体との間で多型が確認された｡

HindIII消化によるRFLP分析において,すべてのnon-PCNA個体で6.5kbおよび8kbのバンドのいずれかあるいは両方

のバンドが検出されたが,PCNA個体ではいずれのバンドも検出されなかった｡Non-PCNA個体における6.5kbのバンド

の分離はAFLPマーカーの分離と一致しており,またE-ACC/M-CTA-400が検出されなかったnon-PCNA個体では8kb

のバンドが検出された｡このことより,6.5kb(およびE-ACC/M-CTA-400)と8kbのバンドがそれぞれ別々の優性対立遺

伝子に連鎖していることが示唆されだ｡これらの結果よりカキ果実の甘渋性は二つの遺伝子に支配されていると考えられ,

優性対立遺伝子に連鎖している二つのRFLPマーカーの有無によりPCNAタイプの早期選抜が可能であることが示され

た ｡

第2章では,non-PCNA品種とPCNAクローンの交雑実生におけるRFLPマーカ-の分離を調査し,甘渋性の遺伝に関

して新たな知見を得ている｡ 先に得られたマーカ-は2染色体的遺伝をするのではなく多染色体的な遺伝をすることが示吹

され,マーカーの分離比から4染色体的遺伝をしていると考えられた｡カキの多くは6倍体でありそのゲノム構成は不明で

あるが,本研究によりゲノム内に同質染色体を持っことが強く示唆された｡

第3章においては既存のカキ品種についてRFLP分析を行い,これらのマーカーが既存品種において広く有効であるか

どうかを調査するとともに,AFLPマ-カーを用いたPCNA品種群の遺伝的関係の調査を行っている｡中国原産のPCNA

品種 t羅田甜柿'を含めた既存33品種 (PCNA13品種,non-pcNA20品種)についてRFLP分析を行い,マーカーの有無
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を調査した｡その結果,non･PCNA20品種ではすべて優性対立遺伝子に連鎖するRFLPマーカーが存在し,このRFLP

マーカーは既存の品種群にも広く有効であることが示唆された｡ t羅田甜柿'以外のPCNA品種はすべて同じバンドパター

ンを示し,優性対立遺伝子に連鎖するRFLPマ-カーを示す品種はなかった｡-羅田甜柿'にはPCNA品種であるにも関わ

らず優性対立遺伝子に連鎖するRFLPマーカーが存在し,日本のPCNA品種群とは異なるタイプであることが示唆された｡

また,AFLPマ-カ-による調査から,日本のPCNA品種群は比較的近縁な関係にあることが示され,特に岐阜原産の

pcNA品種群の近縁性が顕著であったot羅田甜柿'は日本のPCNA品種群とは遺伝的に遠い関係にあり,異なる進化過程

を経て成立してきたものと考えられた｡

以上の結果より,本研究において検出･同定されたRFLPマーカーはPCNA個体の早期選抜に有効であることが示され,

また,PCNA/non-PCNAの形質が二つの異なる遺伝子座にある遺伝子によって支配され,それらは多染色体的に遺伝する

ことが示唆されたO

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

完全甘ガキ (PCNAタイプ)の優良な品種を新たに育成してゆくには,従来のようなPCNAタイプ同士の交雑を繰り返す

育種法には限界がある｡この問題を解決するためにはPCNAタイプと非完全甘ガキ くnon-PCNAタイプ)との交雑により,

PCNAタイプの逮伝的変異を拡大させる必要がある｡ しかし,これまでの交雑試験の結果によれば,両者の交雑からPCNA

タイプを得るためには少なくとも2世代交雑を行う必要があり,また第2世代におけるPCNAタイプの出現率が低いため,

膨大な労力と時間を要するわりには効率が悪く,実際の育種現場ではこのような育種法を進めることができなかった｡本論

文は多数の交雑実生集団よりPCNAタイプを早期選抜するための分子マーカーを検出･同定し,その有効性を検討すると

ともに,甘渋性の遺伝に関して新たな知見を得ようとしたものである｡評価される主な成果は以下の通りである｡

1.PCNA/non-PCNAの形質を決定する優性対立遺伝子の-一つに連鎖したAFLPマ-カーを検出し,さらにこのマー

カーをプローブとしてRFLP分析を行うことにより得られる二つのRFLPマーカ-の有無によりPCNAタイプの識別が可

能であることを示した｡

2.交雑後代におけるRFLPマーカ-の分離を調査して,これらのマーカーが2染色体的遺伝をするのではなく,多染色

体的遺伝をしていることを明らかにし,カキゲノム内に同質染色体が存在する可能性を提示した｡

3.中国原産のPCNA品種 一羅田甜柿'を含めた33既存品種に関してRFLPマ-カーによるPCNAタイプ識別の有効性

を検討し,日本の品種群においてはPCNAタイプの識別にこの手法が100%有効であることを確認した｡一方,t羅田甜柿'

は日本のPCNA品種群とは異なるタイプのPCNA形質を有することが示唆された｡

4.AFLPマ-カーを用いて33品種の遺伝的類縁関係を調査した結果,日本のPCNA品種群が比較的近縁関係にあるこ

とが示され,PCNA品種群の遺伝的変異がnon-PCNA品種群と比べて小さいことが浮き彫りになった｡なお,t羅田紺柿'

は日本のPCNA品種とは異なる遺伝的背景を持っことが示され,独自に成立してきたことが推察された｡

以上のように,本論文はカキの品種改良において最大の課題であるPCNAタイプの早期選抜を可能にする分子マーカー

の同定を行うとともに,甘渋性の遺伝やPCNA品種群の成立過程などに対して新知見を加えたもので,果樹園芸学ならびに

果樹育種の実際面に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は博士 (農学)の学位論文として価値あるものと認める｡

なお,平成 12年2月18日,論文ならびにそれに関連した分野にわたり試問した結果,博士 (農学)の学位を授与される

学力が十分あるものと認めた｡
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